
短大時代に編んだ 

編 み物 を思 いだ し

て編んでみました。 

私たちは、地域住民の心と身体の健康をささえる病院として 

「こころのふれあい」を大切に、安心と満足、信頼を得られる医療・保健・福祉を推進します。 
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それでは今回も八幡青樹会病院の季刊広報誌「青葉の風」第２9 号をお届けいたします 

 

 

☆作業療法室から作品のご紹介 

 

『心なごむドイリー』 
 

 これは作業療法に参加されている方が作られた作品です。短大

時代に編み物をしていた経験があるようで、このドイリーの作

品は３日間で完成されました。手先が器用で他にも１０作品以

上のレース編みの作品を作られています。 

入院生活の中で、活動の場として毎日 OT に参加されており、

編み物をすることをとても楽しみにされていました。この作品

のタイトルを尋ねると、本の中から「心なごむドイリーにしよう

か」とご自身で選ばれました。きっと、この作品を編みながら、心

和む時間を過ごされたのかな。と感じていました。             

 作業療法士 嶌田 あずさ 

  

☆花の日を迎えて 

6 月 1 日に近江兄弟社の高校 3 年生が当院に花束を届けて

下さいました。これは毎年、花の日礼拝にちなんだ行事です。

近江兄弟社学園の皆さん、美しい花をありがとうございました。 

わたくし事にはなりますが、花といえば、母の日に小さな花

を送った事がありました。その時には何も言わずに、母はただ

花瓶に花を飾っただけであったのですが、数日後に、その花瓶

の前で一人笑顔を見せる母の姿があったのです。普段は物静か

で、自分たち兄弟の前ではあまり笑顔を見せなかった母が、花

瓶の前で花を見て、笑顔をこぼしていたのです。後に母から話を聞くと「窓の外が晴れていたから嬉しくて」と

言っていたのですが、完全に曇り空だったので、嘘だとすぐにわかりました。その時に、どんな小さな花でも気

持ちを込めて贈ると、人の心を明るく咲かせる事が出来るのだと知りました。今後は看護師として患者様の心の

花を少しでも多く咲かせていきたいと思います。

２病棟 看護師 宮師 和真 
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連日、天気にも恵まれ、活動の拠点である岳温泉は、放射能汚染や地震の被害がなければマイナスイオン一杯の

素敵な温泉地でありました。日々の活動については、比較的スムーズに計画通り実施できました。相談者は、殆ど

女性であり、男性は少なかった印象です。１人１人相談者に対し、話の内容をゆっくり傾聴・受容・共感する事し

か出来ませんでした。相談者より「話を聞いて貰うだけで心がすっきりした。」というコメントを数名より頂きまし

た。心のケア活動チームとしての役割は、ここにあるのではないかと考えます。 

最後に、被災者の方と接し普通の生活がこんなに幸せな事だと改めて考えさせられました。今回の活動を通じて、

貴重な体験・経験をさせて頂いたことに深く感謝致します。 
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☆ 受付窓口のお仕事紹介♪ 
 仕事は主に外来患者さまの診察の受付をしています。患者さまが来院されたら受付

をしていただくことから始まり、カルテを外来へ運び、診察が終わられた患者さまの

精算と会計を行っています。その他にも来客の方のご案内や電話の応対などの業務を、

５名の受付職員で行っています。 

日中はバタバタしていることが多く、“いまの対応はこれでよかったのだろうか”と

考えることも少なくありませんが、色々な経験を経て、患者さまにご満足いただける

よう日々精進していきたいと思っています。気さくに話しかけてくださったり、会計

時に「ありがとう」と声をかけていただけたりすると、とても嬉しくなり「今日も頑

張ろう！」とやる気がみなぎります。どんな些細なことでも、なにかあれば気軽に声をかけてくださいね♪ 

医事課 受付 亀井 恭子 
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○  心のエッセイ 「ほめる」と「勇気付ける」            医局     笹岡 佳美  

 

心理学者のアルフレッド・アドラーさんが「ほめる」と「勇気付ける」の違いについて述べています。違いを知っ

てから、自分の発言を意識するようになりました。 

「ほめる」は上下関係、「勇気付ける」は対等な関係から生まれます。 

「ほめる」は相手をコントロールしようとする意識が働いての言葉かけ。なので、自分の思うように動いてくれた

ら「えらいね！」など肯定的な言葉かけになりますが、思い通りにならないと叱りつけたり、非難・批判に至りま

す。その一方で、「勇気付ける」は「相手にとって」というスタンス。出来事の結果ではなく相手の行動に注目し、

言葉をかけます。「勇気付け」られた人はもしかしたら行動に変化が起こるかもしれません。言葉だけでなく、勇

気付けの方法はいくつもあって、何かを頼むことで人を勇気付けることだってできます。 

上司と部下、先生と生徒、などそれぞれ役割はあり、時に上下の関係で指示を出すなど責任を果たすことは大切で

す。でも、おんなじ人間。人間として対等であることに変わりないことを考えると、かかわり方はちょっと変わっ

てくるものだなと感じます。実践しようとするとなかなか難しいものですが、より多くの人をそして自分自身を少

しでも「勇気付ける」ことのできる能力を身に付けていきたいものだなぁと日々思います。 
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